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　本年 1 月発行 JFCC NEWS No.127 の年頭所感にて、経済産業省製造産業局素材産業課長
の吉村様が、今年はいよいよ東京オリンピック・パラリンピック大会を迎える年であり、記念
すべき年であるとくくられ、ワクワクする一年が始まりました。昨年の今頃は、今年のオリンピッ
ク開催に向けてカウントダウンが始まり、大きな期待感を持って過ごしていたと思います。5G
や AI、IoT、XaaS などの多くの技術革新が始まり、サービス、コト事業へのシフトが進みだし、
迎えるオリンピックイヤーで弾みをつけ、一気に Society5.0 の実現に向かい突き進んでいけ
ると誰もが考えていたでしょう。ところが、昨年の暮れに中国から端を発した COVID-19 が、
今年になり一気に感染拡大し、この日本においても緊急事態宣言が出され、多くの自粛要請
により経済活動に急ブレーキがかかる事態となりました。中国を初め、米国、ヨーロッパで
も、都市によってはロックダウンが起こり、世界経済が停滞する近年経験したことがない状況
となっております。
　我々の身の回りでも、在宅勤務が推奨され、生産現場でも人員を減らし、人と人との接触
を避ける工夫がなされ、自働化、ロボット化が進んでいます。一方、環境面では、温室効果
ガスが削減される、運河の水質が改善される、インドからヒマラヤが見える、など人間の活動、
経済活動がどれだけ自然環境に悪影響を及ぼしていたかが如実に現れるという皮肉な結果と
なっています。今回の経験によるこれら多くの気づきを活かすことで、社会課題を解決し、よ
りよい未来を創っていかないといけないと強く決意いたしました。
　ファインセラミックス産業に目を移しますと、国内の市場規模は 3.1 兆円、世界シェア
40%、年率 10% で拡大しております。中でも、積層セラミックコンデンサやパワエレ基板な
ど自動車の電装電子化、次世代高速通信を支えるセラミックス部品は高いシェアを有しており
ます。セラミックスの特性を活かした各種デバイスは、今後の社会の姿である Society5.0 の
実現には欠くことができません。更なる高機能化に加えて、より高信頼化を実現することで更
に活躍の場が広がると考えています。また、セラミックスの長い歴史の中で、大きく変化のな
い製造プロセスの革新も必要であると考えています。材料設計は、シミュレーションやマテリ
アルズインフォマティクス、高い次元の分析技術などにより飛躍的に進歩しました。製品評価
においても同様です。一方で、製造プロセスは、旧態依然としているプロセスが多いのでは
ないでしょうか。より低エネルギーで、高品質に製造するプロセスの開発にも注力していかな
ければなりません。
　しかしながら、COVID-19 による予想もしなかった状況により、ファインセラミックス産業
においても大きな変化が起ころうとしています。ニューノーマルを実現しいていくための新たな
技術革新が加速され、尚且つ、地球環境にも配慮するサステイナブルな技術の必要性が今ま
で以上にクローズアップされてくるものと考えます。その実現のための技術の発展において、
セラミックス産業は、重要な役割と責任、そして大きな期待を負っています。セラミックスメー
カとして、研究開発、事業化に向けて真摯に努力を続けていくことは当然ですが、より早く社
会貢献していくために、産学官の連携を今まで以上に強固にし、取り組んでいきたいと考えて
おります。未来を支えるセラミックス産業に携われることに感謝するとともに、さらに粉骨砕
身、役割を果たしていきたいと考えております。

セラミックスの力で
新しい社会を拓く

京セラ株式会社
研究開発本部　デバイス研究開発統括部長

兼　先進マテリアルデバイス研究所長
仲川　彰一
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事業報告

　日　　時　2020 年 5 月 28 日（木）15：30 ～ 16：45　Web 会議で開催
　議決事項　１．2019 年度事業報告及び決算の承認について
　　　　　　２．公益目的支出計画実施報告書の承認について
　　　　　　３．第 11 回評議員会の開催について

　議  決  日　2020 年 6 月 16 日（火）
　議決事項　１．2019 年度決算の承認について 
　　　　　　２．評議員の選任について
　　　　　　３．評議員会副議長 ( 副会長 ) の選任について
　　　　　　４．理事の選任について
　　　　　　５．顧問の委嘱について
　　　　　　６．理事の報酬総額について
　報告事項　１．2019 年度事業報告について
　　　　　　２．公益目的支出計画実施報告について
　　　　　　３．2020 年度事業計画及び予算について

　新型コロナウイルス感染防止の観点から、第 24 回理事会は Web 会議による開催、第 11 回評議員会は一般法人
法第 194 条第１項の規定に基づき書面による同意をいただく方法で実施しました。
　事業報告・決算、公益目的支出計画実施報告、役員の交代等の議案について承認されました。

「理事会」「評議員会」の開催

○第 24回理事会

○第 11回評議員会

　評議員会において役員の異動があり、以下の役員体制となりました。

（2020 年 6 月 16 日現在）

役員の異動

１．評議員
　　◆　十倉　雅和　住友化学（株）　代表取締役会長
　　◇　尾堂　真一　日本特殊陶業（株）　代表取締役会長
　　◇　勝野　　哲　中部電力（株）　代表取締役会長
　　◇　加藤　光久　元トヨタ自動車（株）取締役副社長
　　◇　水野　明久　（一社）中部経済連合会 会長
　　　　秋田　重人　名古屋市　経済局　参事
　　　　安達　宗徳　名古屋鉄道（株）　取締役　常務執行役員
　　　　内田　吉彦　名古屋商工会議所　専務理事
　　　　川原　伸章　（株）デンソー　エグゼクティブフェロー
　　　　郷　　泰彦　岐阜県 商工労働部 産業技術課長
　　　　後藤　光宏　住友電気工業（株）　執行役員
　　　　木村　雅彦　（株）村田製作所  技術・事業開発本部 担当部長
　　　　武内　幸久　日本ガイシ（株）　代表取締役副社長
　　　　永井　　淳　新東工業（株）　代表取締役社長
　　　　仲川　彰一　京セラ（株）　研究開発本部 デバイス研究開発統括部長
　　　　永田　　滉　（株）ノリタケカンパニーリミテド　常務執行役員
　　　　西村　信治　（株）日立製作所 研究開発グループ 基礎研究センタ長
　　　　西村　美郎　愛知県 経済産業局 技監
　　　　畠澤　　守　（株）東芝 代表執行役専務
　　　　前川　睦敏　三重県 雇用経済部 ものづくり産業振興課長
　　　　増田　信之　東邦ガス（株）　取締役　常務執行役員
　　　　矢野　　仁　愛知県陶磁器工業協同組合　副理事長

　　　　　◆会長（評議員会議長）　　◇副会長（評議員会副議長）
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事業報告

２．理事

３．監事

４．特別顧問

５．顧問

　　○　服部　哲夫　元トヨタ自動車東日本 （株）　名誉顧問
　　　　小川　正樹　( 一社 ) 中部経済連合会　専務理事
　　　　加古　　慈　トヨタ自動車 （株）　先進技術開発カンパニー 材料技術領域 統括部長
　　　　小島多喜男　日本特殊陶業 （株）　取締役　上席執行役員
　　　　七瀧　　努　日本ガイシ （株）　執行役員
　　　　鍋田　和宏　中部電力 （株）　専務執行役員
　　　　四柳　　端　東芝エネルギーシステムズ （株）　取締役
　　　　渡辺　弘之　（株）日立製作所　中部支社　支社長執行役員
　　　　吉田　盛厚　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　専務理事
　　　　髙田　雅介　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　専務理事
　　　　梅村　　晋　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　常務理事
　　　　浅野　恭史　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　常務理事
　　　　平山　　司　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　執行理事

　　　　　○ 理事長（代表理事）

　　　　武藤　陽一　( 公財 ) 中部科学技術センター　専務理事
　　　　矢野友三郎　( 一社 ) 日本ファインセラミックス協会　専務理事

　　　　豊田章一郎　トヨタ自動車（株）　名誉会長

　　　　淡野　正信　産業技術総合研究所 中部センター 所長
　　　　飯島　澄男　名城大学　終身教授
　　　　大橋　正昭　元ファインセラミックスセンター 　理事長
　　　　岸　　輝雄　東京大学　名誉教授
　　　　木下　隆利　名古屋工業大学　学長
　　　　塩原　　融　元国際超電導産業技術研究センター 超電導工学研究 名誉所長
　　　　瀬谷　博道　元ファインセラミックスセンター　会長
　　　　種村　　榮　元ファインセラミックスセンター  材料技術研究所長兼ナノ構造研究所長
　　　　中村　　浩　（株）　豊田中央研究所　リサーチアドバイザー
　　　　新原　晧一　長岡技術科学大学　名誉教授
　　　　野嶋　　孝　元ファインセラミックスセンター  理事長
　　　　平野　眞一　名古屋大学　名誉教授
　　　　牧島　亮男　北陸先端科学技術大学院大学　プレジデンシャル・アドバイザー
　　　　松尾　清一　名古屋大学　総長

　7 月に東京、名古屋、大阪の３会場にて開催を予定しておりました 2020 年度 JFCC 研究成果発表会については、
昨今の状況を鑑み、会場での開催は中止とさせていただきます。

なお、会場で配布しておりました研究成果集については従来どおり作成し、ホームページ上に掲載いたします。冊
子をご希望の方には、郵送も承っております。
また、口頭発表予定テーマにつきましては、動画にて公開いたします。

お申込は、下記 URL の「成果集郵送＆動画閲覧申し込み」にお願いいたします。

https://jfcc.or.jp/result/

今年度の JFCC 研究成果発表会について
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研究成果

本成果は、2020 年 4 月 15 日に、国際学術誌「Nature Communications」にオンライン掲載されました。

図 1 研究内容の概略

　ファインセラミックスセンター（JFCC）、物質・材料研究機構（NIMS）、大阪大学、名古屋大学から
なる研究グループ（藤井進、横井達矢、Craig A. J. Fisher、森分博紀、吉矢真人）は、計算材料科
学と機械学習を併用することで、結晶粒界の熱伝導度を局所原子配列から直接的に予測するモデルの
構築に成功しました。
　金属・セラミックス材料のほとんどは、多数の微結晶粒から構成された多結晶体です。結晶粒のあ
いだに存在する結晶粒界 ( 以下、粒界と呼ぶ ) は、結晶内部とは原子配列が異なるために様々な性質
を示すことが知られており、結果として材料全体の機械的・電気的・熱的といった多くの材料特性に
影響を与えます。この粒界と材料特性の関係を明らかにすることは、材料科学における最も挑戦的な
課題の一つです。本研究では、分子動力学法という原子レベルの計算科学を用いて多様な MgO セラ
ミックス粒界の熱伝導度を計算し、得られた結果に対して構造記述子やクラスタリング等の機械学習
手法を適用することによって、粒界の原子配列から高精度に熱伝導度を予測するモデルを構築しまし
た（図 1）。これにより熱伝導を決定する粒界近傍の局所構造が特定できることになりました。この成
果は、熱電変換材料や遮熱コーティング材料等の作製プロセスの最適化や高集積電子デバイスの性
能向上に繋がります。今後、得られたモデルをより実用に近い多彩な材料や他の材料特性に適用する
ことを目指して研究を進めます。

機械学習により結晶粒界の熱伝導度を局所原子配列から高精度に予測 
~ 計算科学と粒界ナノ構造に基づく新たな材料開発指針 ~
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特許紹介

2019 年度 特許登録実績　(2019/4/1 〜 2020/3/31)

1 太陽熱集熱管、太陽光ー熱変換装置及び
太陽熱発電装置 2015.2.6 2015-021810 2019.4.19 6513957

2 2016.4.28 2017-516556 2019.4.26 6518325

3
複合金属酸化物研磨材料の製造方法及び
複合金属酸化物研磨材料

国立大学法人静岡大学
堺化学工業（株）

（株）豊田自動織機

（株）豊田自動織機

2015.7.3 2015-134548 2019.6.7 6533995

4 （株）豊田自動織機 2016.11.18 2017-563710 2019.6.7 6535391

5 太陽熱集熱管 （株）豊田自動織機 2016.1.29 2016-015492 2019.7.5 6549491

6 -

（株）豊田自動織機

2015.4.28 2015-91760 2019.8.23 6574104

7 太陽熱集熱管 2016.11.18 2017-563711 2019.10.4 6593813

8 学校法人大同学園 2015.10.27 2015-211285 2019.10.11 6596790

9 膜形成方法 - 2015.3.24 2015-61593 2020.1.7 6640456

10

11

-

人工光合成化学プロセス技術
研究組合

2016.2.19

2015.12.25

2016-30400

2015-253380

2020.1.20

2020.2.19

6649115

6663711

発明名称 共願人 出願日 出願番号 登録日 登録番号

＊ 本件に関するお問い合わせ先：研究企画部　服部・山田　TEL:052-871-3500（代）　FAX:052-871-3599　　E-mail:masateru_hattori@jfcc.or.jp

ガーネット型イオン伝導体を含む構造体

太陽熱集熱管及びその製造方法

窒化物系半導体のエッチング方法および
窒化物系半導体の結晶欠陥検出方法

改質炭素繊維及びその製造方法

積層構造

耐水蒸気性多孔質膜、耐水蒸気性多孔質複合体、
及びこれらの製造方法

単願特許（国内）：3件　【累積保有数：17件】　　共願特許（国内）：8件　【累積保有数：78件】

トピックス

　JFCC のホームページを全面リニューアルいたしました。
デザインを一新し、会員の皆様にも一般の方にも JFCC の活動を見やすく、分かりやすくお伝えしております。

＜リニューアルのポイント＞
・各研究グループの活動紹介ページを新設
・スマートフォンにも対応

https://www.jfcc.or.jp

ホームページ全面リニューアルのお知らせ
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材料技術研究所　材料評価・試作グループ　　中村　俊斗
　この度、JFCC に新しく入所させていただきました、中村俊斗です。
　JFCC を知ったきっかけは、高校の先生からの紹介でした。その紹介で「セラミック
を扱っている」と聞いたときから、自分はセラミックに興味があったため JFCC に興
味を持ち、自分が関与しているセラミック材料で人々の役にたちたいと思い、高校生
活を乗り切り、無事に当センターに入ることができました。
　自分は高校生の頃、愛知県立名南工業高等学校の機械科に所属しており、機械につ
いての知識ならある程度は備わっており、当センターでは加工を任されているため、
高校生の頃の経験が活かせるよう、精一杯やらせていただきます。
　とは言いましても、自分の知識は主に金属に関したものであったため、非金属のも
のであるセラミックについての知識は０に近いため、少しでもたくさんの知識を身に
つけ、皆様に貢献できるように精進していきたいと思っております。
　現在は、先輩方からご指導を受けながら仕事を覚えさせていただいている最中でご
ざいます。高校である程度触っていたから大丈夫だろうという気持ちは捨てて、臨ん
でおります。
　社会人 1 年目で、まだまだ未熟者で右も左もわからずにいる自分でございますが、
いつか今現在お世話になっている皆様に恩返しができるようにしたく、一生懸命頑張
らせていただきます。よろしくお願いします。

材料技術研究所　高信頼性材料グループ　　橋本　荘真

ナノ構造研究所　電池材料解析グループ　　大森　雄貴

　2020 年 4 月 1 日付けで材料技術研究所・高信頼性材料グループに配属されました
橋本壮真と申します。
　愛知県立愛知総合工科高等学校電気科を今年 3 月に卒業し、主に強電・弱電の分野
などの電気系全般の内容を学んできました。強電では発電機や変圧器などの構造や制
御、弱電では電子回路制御や計測などを学んできました。学んできた内容の中でも電
気工事の分野では第二種電気工事士の知識と技術の習得に力を入れ、高校生ものづく
りコンテストの電気工事部門に出場しておりました。また、第 3 学年で取り組んだ課
題研究ではアームロボットの基本操作、及びプログラミング制御を学んでおりました。
高校時代に学んだことを活かしていければと思っております。
　現在は 2 ヶ月間の材料評価・試作グループでの研修を終え、先輩方のご指導のもと、
セラミックスについての基本的な知識、プロセスに関する技術や知識の習得に励んで
おります。今後は様々な物事に興味を示し、学び、自分の成長につなげていけるよう
努力していきたいと思います。
　社会人一年目で分からないことばかりですが、皆様のご指導のもと少しずつ成長を
感じることができ、大変感謝しております。
まだまだ未熟者で至らぬ点も多く、ご迷惑をおかけすることも多いかと思いますが、
今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

　2020 年 4 月 1 日付けで日本電子（株）より出向で、ナノ構造研究所・電池材料解
析グループに配属されました大森雄貴と申します。出向元では、2017 年に入社後、
受託分析の部署に所属し、透過型電子顕微鏡を用いた観察・分析及び薄膜試料作製の
業務に従事しておりました。
　現在 JFCC では、TEM/STEM 法を用いた微小変位構造解析のために、データ計測時
の位置精度向上を目指し、日々研究に取り組んでいます。
　電子顕微鏡に関しての知識・経験はもとより、材料に関しての知識も乏しく、出向
にあたり不安も多くありましたが、職場の方々に丁寧にご指導して頂き、日々多くの
ことを学ばせて頂いております。また、このような恵まれた環境に籍を置く機会を与
えて頂き、大変感謝しております。
　まだまだ至らない点も多々あるかと思いますが、少しでも業務で貢献できるよう努
力いたしますので、今後ともご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

職員紹介
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の動きJFCC

2020 年 6 月 30 日付
　出向元復帰
　　事務局　人事グループ　グループ長			   森重　淳    （中部電力株式会社）

2020 年 7 月 1 日付
　出向受入
　　事務局　人事グループ　グループ長			   小西　祐美子（中部電力株式会社）

○文部科学省
　文部科学大臣表彰　若手科学者賞
　受賞日　　2020 年 4 月 14 日
　受賞者　　小林　俊介
　受賞題目　エネルギー関連材料の超微細構造のイメージングに関する研究

○公益財団法人　日本板硝子材料工学助成会
　令和二年度研究助成
　受賞日　　2020 年 4 月
　受賞者　　姚　永昭
　受賞題目　低損失パワーデバイス用半導体材料β -Ga2O3 の転位評価技術の開発

○公益社団法人　日本セラミックス協会
　第 5 回（2019 年度）フェロー表彰
　受賞日　　2020 年 6 月 5 日
　受賞者　　北岡　諭
　受賞題目　耐環境性セラミックスの基礎および応用研究

○公益財団法人　村田学術振興財団
　2020 年度研究助成
　受賞日　　2020 年 6 月
　受賞者　　森分　博紀
　受賞題目　網羅的ソフトモード探索を活用した新規強誘電体材料の研究開発

人の動き

表　彰

　ファインセラミックスセンター前会長の庄山悦彦氏が、６月５日に逝去されま
した。享年８４歳でした。
　庄山氏は、株式会社日立製作所 社長・会長、経団連副会長などを歴任され、産
業界に多大な功績を残されました。
　ファインセラミックスセンターでは、会長として法人の運営、業務執行の監督
並びにご指導など多大なご尽力をいただきました。
　ここに謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りいたします。

ファインセラミックスセンター略歴
　2009 年 3 月～ 2019 年 6 月　会長
　2019 年 6 月～ 2020 年 6 月　顧問

訃報
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　コロナウイルスの影響で開催が延期となりました第 5 回関西高機能セラミックス展が下記日時に変更となり開催予定で
す。JFCC ブースでは皆様にご活用いただける研究成果や最新機器を紹介する展示を行います。また、JFCC の研究員によ
るセミナーも実施されますので、コロナ対策をしっかりされた上でご来場ください。
　なお、コロナウイルスの感染状況により、本展示会が中止、延期となる場合がありますので、展示会 HP にてご確認く
ださいますようお願いいたします。。

　リードエグジビションジャパンの主催により開催される第 5 回高機能セラミックス展に協賛、および出展いたします。さ
らに、企業の皆様の課題解決に役立つ技術の展示を行います。皆様のご来場をお待ちしています。
　なお、コロナウイルスの感染状況により、本展示会が中止、延期となる場合がありますので、展示会 HP にてご確認く
ださいますようお願いいたします。

　10 月に名古屋で開催を予定しておりましたファインセラミックスシンポジウムについては、昨今の状況を鑑み、中止と
させていただきます。

【第 5 回関西高機能セラミックス展】に協賛、出展予定

【第 5 回 高機能セラミックス展】の協賛、出展予定

ファインセラミックスシンポジウム２０２０について

事業案内

 ● 開催日時：2020 年 10 月 7 日 ( 水 ) ～ 9 日 ( 金 )
 ● 開催会場：インテックス大阪
 ● 主　　催：リードエグジビションジャパン株式会社
 ● 共　　催：一般社団法人日本ファインセラミックス協会
 ● 展示会 HP：https://www.ceramics-japan.jp/

 ● 開催日時：2020 年 12 月 2 日 ( 水 ) ～ 4 日 ( 金 )
 ● 開催会場：幕張メッセ
 ● 主　　催：リードエグジビションジャパン株式会社
 ● 共　　催：一般社団法人日本ファインセラミックス協会
 ● 展示会 HP：https://www.ceramics-japan.jp/


